
 

 

情報モラルについて 

 

 

 

奄美市立住用中学校 

 



１ スマホで失う６つの能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゲームやスマホを夜遅くまで使用することで睡眠時間は失われます。 



２ 脳のダメージについて 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前頭前野は脳の思考・

意思決定 

心の制御などいわゆる 

人間らしさの機能を制

御しています。 

ゲームやスマホの依存

は主に脳の全頭前野が

ダメージを受けます。 

全頭前野の発達が阻害さ

れると場に相応しくない

行動や言動をするなどい

わゆる。「空気が読めな

い。」「人の気持ちがわか

らない。」ようになりま

す。 

長時間テレビやネット・ゲーム漬け

になると前頭前野の発達が遅れる。 

思考力や判断力，創造性，社会性等

の人間らしさの源に欠陥が生じる。 

精神機能の下降（脳発達の停滞ない

し低下）をおこす可能性が高い。 

ゲームやスマホの依存は前頭前野をいじめている。 

後天的発達障害とも言われています。 
※習慣が改善されると健全に発達します。 

子どもだけでなく大人も非常に多い。 



ゲームをしている時と作文を書いているときの脳の働きを比べてみると 

 

 

 

 

 

 

 

 この資料からゲームをしているときは脳の一部しか使わないことがわかります。 

 ３ メデイアを長時間使用している子どもの特徴 

 

 

 

 

資料 

 

 

 

 

光っている箇所は

血液の流れが活発な

箇所です。 

 ゲームをしている

時は後頭部のみ活発

に活動しています。 

前頭前野 後頭葉 
後頭葉は視覚機能

等を司る機能を持

っています。 

メデイアを長時間使用している子どもたちにある特徴が見られます。 

 ・学習用具の忘れ物が多い。 

 ・記憶力，集中力の低下。 

 ・授業中に寝る。 

 ・他人の遺留物を平気で匂いを嗅ぐ。 

  （嗅覚機能の衰えが疑われる。） 

 その他・・・ 


